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１ 園の経営目標 
・保育園での生活や遊びを通して、「丈夫な身体」「豊かな心」「考える力」を育んでいく。 

・子どもの主体性を大切にし、自己肯定感を育てる保育を実践していく。 

・園児や保護者とのよき理解者として、信頼関係を築ける職員育成に取り組んでいく。 

 

２ 園の現状 

・子どもたちの意欲や学びに繋がるよう園庭や室内の環境構成を工夫し、主体的な遊びの充実に努

めてきたことで、子どもたちはやりたいことを選び、充分に体を動かして遊ぶ姿が見られる。 

・異年齢児が自由に交流したり、一緒に遊んだりしながら、刺激を受けたり世話をしたりして、様

な経験や活動が広がっている。 

・コロナ禍の中でも子どもたちや園内の様子を、コドモンでの発信や口頭で丁寧に伝えてきたこと

で、保護者の保育園への理解や信頼感に繋がっていると感じる。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 主体的に遊べる保育環境を整え遊びこむ経験を積み重ねていく 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・自然物に関心を持ち、触れたり親
しんだりできる環境構成を工夫
していく。 

・水、土、風、光、草、花、木の実など自然物にたくさん触
れて、子どもたちが自由に自然物と関わり、遊びの中で工
夫したり試したりできる環境を整える。 

・様々な素材に触れ、自由な発想で
表現できる環境を作る。 

・様々な教材を使える制作コーナーを用意し、自由に作った
り、工夫して作ったもので遊べる環境づくりを行う。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 人権を大切にする人権教育（保育）を推進する 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・人に対する愛情と信頼感、人権を
大切にする心を育てる。 

・子ども一人一人の個性をしっかりと受けとめ、大切にする
ことで、子ども自身が自己発揮できる力を育てていく。 

・職員が定期的に人権教育や愛着形成について学びあい 
 個に合った対応ができるようにしていく。 

・自分や友だちの心や身体を大切に
思える気持ちを育てる。 

・子どもたちの言動や行動を尊重し、友だちに対しても同様
に接することのできる子どもを育てる。 

・絵本や教材を利用してプライベートゾーンについての理解
を深める。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

音楽活動を通して豊かな感性を育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・年齢に合った楽器遊びや歌活動を
継続し、音楽に親しむ。 

・可動式の楽器コーナーを用意し、必要な時に気軽に楽器に
触れたり、歌や手遊びを楽しんだりする。 

・職員の音楽隊が定期的に合奏を行い、楽器や演奏方法や一
緒に合奏する楽しさを知らせる。 

・感じたことや思ったこと、想像し
たことなどを様々な素材や方法
で表現する。 

・自由な発想で様々な素材を使って、自分の好きな楽器を作
ったり、鳴らしたり叩いて表現活動を楽しむ。 


